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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　縦方向と、前記縦方向と交差する横方向と、を有し、
　排泄物を吸収する吸収体を備えた吸収性本体と、
　前記吸収性本体の一端側に位置する背側胴回り部と、
　前記吸収性本体の他端側に位置する腹側胴回り部と、を備える使い捨ておむつであって
、
　前記吸収体の前記横方向における両側部には、一対のラインが設けられており、
　前記ラインにおいては、前記吸収体の肌側に窪みが設けられており、当該窪みよりも非
肌側には圧搾された状態の部分が設けられており、
　前記ラインは、
　前記使い捨ておむつの中央部の、前記縦方向における前記使い捨ておむつの真ん中又は
該真ん中よりも背側胴回り部側に位置し、前記横方向における内側へ突出した凸頂部と、
　前記凸頂部を始点として前記横方向における外側かつ前記縦方向における前記背側胴回
り部側へ延びる直線状又は外側へ湾曲した曲線状の背側ラインと、
　を備え、
　前記吸収体は、パルプと吸収性ポリマーとを有し、
　前記吸収体には、第一領域と、該第一領域よりも吸収性ポリマー／パルプ比が小さい第
二領域と、が備えられており、
　前記第二領域に前記ラインが設けられており、
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　前記ラインの前記横方向における両側部には、隆起部が設けられていることを特徴とす
る使い捨ておむつ。
【請求項２】
　請求項１に記載の使い捨ておむつであって、
　前記吸収体の前記横方向における側縁であって、前記縦方向において前記凸頂部の位置
に対応する位置には、切り欠きが設けられていることを特徴とする使い捨ておむつ。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の使い捨ておむつであって、
　前記縦方向において前記凸頂部の位置に対応する位置には、前記横方向に沿った折り目
が形成されていることを特徴とする使い捨ておむつ。
【請求項４】
　請求項２又は請求項３に記載の使い捨ておむつであって、
　前記吸収性本体には、前記縦方向に沿った弾性部材が設けられていることを特徴とする
使い捨ておむつ。
【請求項５】
　請求項４に記載の使い捨ておむつであって、
　前記弾性部材は、レッグサイドギャザーに設けられた糸ゴムであり、
　前記糸ゴムは、前記凸頂部よりも前記横方向において外側に位置することを特徴とする
使い捨ておむつ。
【請求項６】
　請求項１乃至請求項５のいずれかに記載の使い捨ておむつであって、
　前記背側ラインは、前記外側へ湾曲した曲線状であることを特徴とする使い捨ておむつ
。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の使い捨ておむつであって、
　前記背側ラインの終点は、前記吸収体の前記横方向における側縁に達していることを特
徴とする使い捨ておむつ。
【請求項８】
　請求項７に記載の使い捨ておむつであって、
　前記側縁として、
　前記吸収体の前記背側胴回り部と重なった重なり部の側縁と、前記吸収体の前記背側胴
回り部と重ならない非重なり部の側縁とが設けられており、
　前記終点は、該非重なり部の側縁に達していることを特徴とする使い捨ておむつ。
【請求項９】
　請求項８に記載の使い捨ておむつであって、
　前記縦方向において、前記背側胴回り部の前記真ん中に近い側の下端と前記凸頂部との
中間部に前記終点が位置していることを特徴とする使い捨ておむつ。
【請求項１０】
　請求項８又は請求項９に記載の使い捨ておむつであって、
　前記ラインは、
　前記真ん中よりも腹側胴回り部側に、前記凸頂部とは異なる第二凸頂部と、
　前記第二凸頂部を始点として前記横方向における外側かつ前記縦方向における前記腹側
胴回り部側へ延びる腹側ラインと、を備え、
　前記腹側ラインの終点は、前記吸収体の前記横方向における側縁に達しており、
　前記側縁として、
　前記吸収体の前記腹側胴回り部と重なった重なり部の側縁と、前記吸収体の前記腹側胴
回り部と重ならない非重なり部の側縁とが設けられており、
　前記終点は、該重なり部の側縁に達していることを特徴とする使い捨ておむつ。
【請求項１１】
　請求項８乃至請求項１０のいずれかに記載の使い捨ておむつであって、
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　前記ラインは、
　前記真ん中よりも腹側胴回り部側に、前記凸頂部とは異なる第二凸頂部と、
　前記第二凸頂部を始点として前記横方向における外側かつ前記縦方向における前記腹側
胴回り部側へ延びる腹側ラインと、を備え、
　前記腹側ラインは、内側へ湾曲した曲線状であることを特徴とする使い捨ておむつ。
【請求項１２】
　請求項１０又は請求項１１に記載の使い捨ておむつであって、
　前記ラインは、前記凸頂部と前記第二凸頂部との間に第三凸頂部を備え、
　前記吸収体の前記横方向における側縁であって、前記縦方向において前記第二凸頂部の
位置に対応する位置と、前記第三凸頂部の位置に対応する位置には、それぞれ切り欠きが
設けられていることを特徴とする使い捨ておむつ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、使い捨ておむつに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、使い捨ておむつが子供等を着用対象として広く用いられている。この使い捨てお
むつは、排泄物を吸収する吸収体を備えた吸収性本体と、吸収性本体の一端側に位置する
背側胴回り部と、吸収性本体の他端側に位置する腹側胴回り部と、を備えている。
【０００３】
　そして、このような使い捨ておむつの中には、エンボス加工により形成された一対のエ
ンボスラインが、吸収体の横方向における両側部に設けられているものがある。そして、
このようなエンボスラインが設けられることにより、股下部に対応する吸収体をすっきり
したカップ形状に形成することができ（エンボスラインに沿って吸収体が折り曲げられて
、エンボスラインよりも外側に位置する吸収体外側部が起立することにより形成される）
、排泄物を収容する空間を作ることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２００８－５２５１００号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、従来例に係る使い捨ておむつにおいては、吸収体を股下部にてカップ形
状に形成するためにエンボスラインを設けたことで、股下部よりも背側、すなわち、臀部
に対応する吸収体が当該エンボスラインの影響を受け、臀部においても吸収体外側部が起
立し（内側に入り込み）、吸収体で臀部を広く覆うことができなくなる問題が生じていた
。
【０００６】
　本発明は、上記のような問題に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは
、股下部に対応する吸収体をすっきりしたカップ形状に形成することを維持しつつ、吸収
体で臀部を広く覆うことが可能な使い捨ておむつを実現することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するための主たる発明は、
　縦方向と、前記縦方向と交差する横方向と、を有し、
　排泄物を吸収する吸収体を備えた吸収性本体と、
　前記吸収性本体の一端側に位置する背側胴回り部と、
　前記吸収性本体の他端側に位置する腹側胴回り部と、を備える使い捨ておむつであって
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、
　前記吸収体の前記横方向における両側部には、一対のラインが設けられており、
　前記ラインにおいては、前記吸収体の肌側に窪みが設けられており、当該窪みよりも非
肌側には圧搾された状態の部分が設けられており、
　前記ラインは、
　前記使い捨ておむつの中央部の、前記縦方向における前記使い捨ておむつの真ん中又は
該真ん中よりも背側胴回り部側に位置し、前記横方向における内側へ突出した凸頂部と、
　前記凸頂部を始点として前記横方向における外側かつ前記縦方向における前記背側胴回
り部側へ延びる直線状又は外側へ湾曲した曲線状の背側ラインと、
　を備え、
　前記吸収体は、パルプと吸収性ポリマーとを有し、
　前記吸収体には、第一領域と、該第一領域よりも吸収性ポリマー／パルプ比が小さい第
二領域と、が備えられており、
　前記第二領域に前記ラインが設けられており、
　前記ラインの前記横方向における両側部には、隆起部が設けられていることを特徴とす
る使い捨ておむつである。
                                                                              
【０００８】
　本発明の他の特徴については、本明細書及び添付図面の記載により明らかにする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、股下部に対応する吸収体をすっきりしたカップ形状に形成することを
維持しつつ、吸収体で臀部を広く覆うことが可能な使い捨ておむつを実現することができ
る。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本実施の形態に係るおむつ１の斜視イメージ図である。
【図２】展開状態のおむつ１の平面図である。
【図３】展開状態のおむつ１の概略横断面図である。
【図４】エンボスライン５０の形状を説明するための説明図である。
【図５】エンボスライン５０の断面を示したイメージ断面図である。
【図６】股下部にて吸収体１１がカップ形状に形成される様子を示したイメージ図である
。
【図７】カップ形状と屋根形状とを示した模式図である。
【図８】背側ライン５６を外側へ湾曲した曲線状のラインとすることによる作用効果を説
明するための説明イメージ図である。
【図９】第一切り欠き１３を設けたことによる作用効果を説明するための説明イメージ図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本明細書及び添付図面の記載により、少なくとも以下の事項が明らかとなる。
【００１２】
　縦方向と、前記縦方向と交差する横方向と、を有し、
　排泄物を吸収する吸収体を備えた吸収性本体と、
　前記吸収性本体の一端側に位置する背側胴回り部と、
　前記吸収性本体の他端側に位置する腹側胴回り部と、を備える使い捨ておむつであって
、
　前記吸収体の前記横方向における両側部には、前記吸収体の肌側からのエンボス加工に
より形成された一対のエンボスラインが設けられており、
　前記エンボスラインは、
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　前記使い捨ておむつの中央部の、前記縦方向における前記使い捨ておむつの真ん中又は
該真ん中よりも背側胴回り部側に位置し、前記横方向における内側へ突出した凸頂部と、
　前記凸頂部を始点として前記横方向における外側かつ前記縦方向における前記背側胴回
り部側へ延びる直線状又は外側へ湾曲した曲線状の背側ラインと、
　を備えることを特徴とする使い捨ておむつ。
【００１３】
　このような使い捨ておむつによれば、股下部に対応する吸収体をすっきりしたカップ形
状に形成することを維持しつつ、吸収体で臀部を広く覆うことが可能となる。
【００１４】
　かかる使い捨ておむつであって、
  前記吸収体の前記横方向における側縁であって、前記縦方向において前記凸頂部の位置
に対応する位置には、切り欠きが設けられていることが望ましい。
【００１５】
　このような使い捨ておむつによれば、排泄物を収容する空間をより適切に形成すること
が可能となる。また、股下部に対応する吸収体を、より適切にすっきりしたカップ形状に
形成することが可能となる。
【００１６】
　かかる使い捨ておむつであって、
　前記縦方向において前記凸頂部の位置に対応する位置には、前記横方向に沿った折り目
が形成されていることが望ましい。
【００１７】
　このような使い捨ておむつによれば、排泄物を収容する空間をより適切に形成すること
が可能となる。
【００１８】
　かかる使い捨ておむつであって、
　前記吸収性本体には、前記縦方向に沿った弾性部材が設けられていることが望ましい。
【００１９】
　このような使い捨ておむつによれば、排泄物を収容する空間をより一層適切に形成する
ことが可能となる。
【００２０】
　かかる使い捨ておむつであって、
　前記弾性部材は、レッグサイドギャザーに設けられた糸ゴムであり、
　前記糸ゴムは、前記凸頂部よりも前記横方向において外側に位置することが望ましい。
【００２１】
　このような使い捨ておむつによれば、股下部に対応する吸収体を、より適切にすっきり
したカップ形状に形成することが可能となる。
【００２２】
　かかる使い捨ておむつであって、
　前記背側ラインは、前記外側へ湾曲した曲線状のラインであることが望ましい。
【００２３】
　このような使い捨ておむつによれば、吸収体で臀部をより一層広く覆うことが可能とな
り、さらには、背側ラインをお尻の形状に沿わせることが可能となる。また、吸収体の臀
部への食い込みをより適切に抑えることができ、肌触りの悪化をより確実に防止すること
が可能となる。
【００２４】
　かかる使い捨ておむつであって、
　前記吸収体は、パルプと吸収性ポリマーとを有し、
　前記吸収体には、第一領域と、該第一領域よりも吸収性ポリマー／パルプ比が小さい第
二領域と、が備えられており、
　前記第二領域に前記エンボスラインが設けられていることが望ましい。



(6) JP 5942040 B1 2016.6.29

10

20

30

40

50

【００２５】
　このような使い捨ておむつによれば、股下部に対応する吸収体を、より適切にすっきり
したカップ形状に形成することが可能となる。
【００２６】
　かかる使い捨ておむつであって、
　前記エンボスラインの前記横方向における両側部には、隆起部が設けられていることが
望ましい。
【００２７】
　このような使い捨ておむつによれば、エンボスラインに沿った吸収体の過度な折り曲が
りを回避することが可能となる。
【００２８】
　かかる使い捨ておむつであって、
　前記背側ラインの終点は、前記吸収体の前記横方向における側縁に達していることが望
ましい。
【００２９】
　このような使い捨ておむつによれば、吸収体で臀部を広く覆うことが可能となる。
【００３０】
　かかる使い捨ておむつであって、
　前記側縁として、
　前記吸収体の前記背側胴回り部と重なった重なり部の側縁と、前記吸収体の前記背側胴
回り部と重ならない非重なり部の側縁とが設けられており、
　前記終点は、該非重なり部の側縁に達していることが望ましい。
【００３１】
　このような使い捨ておむつによれば、吸収体で臀部をより広く覆うことが可能となる。
【００３２】
　かかる使い捨ておむつであって、
　前記縦方向において、前記背側胴回り部の前記真ん中に近い側の下端と前記凸頂部との
中間部に前記終点が位置していることが望ましい。
【００３３】
　このような使い捨ておむつによれば、吸収体で臀部をより広く覆いつつ、カップ形状を
より適切に形成することが可能となる。
【００３４】
　かかる使い捨ておむつであって、
　前記エンボスラインは、
　前記真ん中よりも腹側胴回り部側に、前記凸頂部とは異なる第二凸頂部と、
　前記第二凸頂部を始点として前記横方向における外側かつ前記縦方向における前記腹側
胴回り部側へ延びる腹側ラインと、を備え、
　前記腹側ラインの終点は、前記吸収体の前記横方向における側縁に達しており、
　前記側縁として、
　前記吸収体の前記腹側胴回り部と重なった重なり部の側縁と、前記吸収体の前記腹側胴
回り部と重ならない非重なり部の側縁とが設けられており、
　前記終点は、該重なり部の側縁に達していることが望ましい。
【００３５】
　このような使い捨ておむつによれば、腹部に対応する吸収体をすっきりしたカップ形状
に形成することが可能となる。
【００３６】
　かかる使い捨ておむつであって、
　前記エンボスラインは、
　前記真ん中よりも腹側胴回り部側に、前記凸頂部とは異なる第二凸頂部と、
　前記第二凸頂部を始点として前記横方向における外側かつ前記縦方向における前記腹側
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胴回り部側へ延びる腹側ラインと、を備え、
　前記腹側ラインは、内側へ湾曲した曲線状のラインであることが望ましい。
【００３７】
　このような使い捨ておむつによれば、吸収体の形状を、脚が動きやすくなる形状に形成
することが可能となる。
【００３８】
　かかる使い捨ておむつであって、
　前記エンボスラインは、前記凸頂部と前記第二凸頂部との間に第三凸頂部を備え、
　前記吸収体の前記横方向における側縁であって、前記縦方向において前記第二凸頂部の
位置に対応する位置と、前記第三凸頂部の位置に対応する位置には、それぞれ切り欠きが
設けられていることが望ましい。
【００３９】
　このような使い捨ておむつによれば、股下部全体に亘って、排泄部を収容する空間をよ
り適切に形成することが可能となる。
【００４０】
　＝＝＝本実施の形態に係る使い捨ておむつについて＝＝＝
　図１は、本実施の形態に係る使い捨ておむつ（以下、単に、おむつ１と呼ぶ）の斜視イ
メージ図である。図２は、展開状態のおむつ１の平面図である。図３は、展開状態のおむ
つ１の概略横断面図である。
【００４１】
　本実施の形態に係る使い捨ておむつ（以下、単におむつ１とも呼ぶ）は、主に赤ちゃん
等の子供を着用対象とした使い捨ておむつである。
【００４２】
　以下の説明では、おむつ１の縦方向、横方向、厚さ方向のことを、それぞれ単に「縦方
向」、「横方向」、「厚さ方向」と言う。なお、厚さ方向に関しては、着用者に接触する
側のことを「肌側」と言い、その逆側のことを「非肌側」と言う。また、以下の説明では
「横方向」のことを「幅方向」とも呼ぶ。
【００４３】
　本実施の形態に係るおむつ１は、互いに交差（直交）する三方向として縦方向と横方向
と厚さ方向とを有している。また、おむつ１は、所謂３ピースタイプであり、３つの部品
を有している。すなわち、このおむつ１は、第１部品として、着用者の股間部にあてがわ
れ尿等の排泄物を吸収する吸収性本体１０を有し、第２部品として、同着用者の背側部を
覆う背側胴回り部３０を有し、第３部品として、同着用者の腹側部を覆う腹側胴回り部４
０を有している。
【００４４】
　図２の展開状態では、背側胴回り部３０と腹側胴回り部４０とが互いに縦方向に間隔を
あけて平行に並んだ状態で、これらの間に吸収性本体１０が掛け渡されている。そして、
吸収性本体１０の一端部１０ａに背側胴回り部３０が、他端部１０ｂに腹側胴回り部４０
が固定されており、その外観形状は平面視略Ｈ形状をなしている。換言すれば、吸収性本
体１０の一端側に背側胴回り部３０が位置し、吸収性本体１０の他端側に腹側胴回り部４
０が位置している。
【００４５】
　そして、この状態から、吸収性本体１０が、その長手方向（つまり、縦方向）における
おむつ１の真ん中（展開状態のおむつ１の縦方向における一端と他端の真ん中）の位置を
折り位置として二つ折りされる（そのため、当該折り位置には、横方向に沿った折り目Ｆ
が形成される）。この二つ折りの状態において互いに対向する背側胴回り部３０と腹側胴
回り部４０とが、接合・連結されると、これら胴回り部同士が環状に成形される。つまり
、おむつ１は、背側胴回り部３０の横方向における両縁部３０ａと腹側胴回り部４０の横
方向における両縁部４０ａが接合されて形成されている。これにより、図１に示すような
胴周り開口１ａ及び一対の脚周り開口１ｂが形成された着用状態のおむつ１となる。
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【００４６】
　背側胴回り部３０は、着用者の背部に対応するシート状部材である。この背側胴回り部
３０は、平面視長方形状を有しており、長手方向（長辺方向）が横方向に沿うように設け
られている。この背側胴回り部３０は、不織布により形成されている。なお、本実施の形
態においては、花柄等の不図示のイラストが形成されたイラストシート３２が設けられて
いる。背側胴回り部３０は、吸収性本体１０の一端部１０ａに重ねられ、接合固定されて
いる。
【００４７】
　また、背側胴回り部３０には、横方向に沿って伸縮する弾性部材（具体的には、糸ゴム
。便宜上、背側糸ゴム３３と呼ぶ）が複数配置されている。この背側糸ゴム３３は、不織
布に接合固定されている。そして、このことにより、背側胴回り部３０には、横方向の伸
縮性が付与され、おむつ１の胴周り開口１ａに伸縮性を与えている。
【００４８】
　腹側胴回り部４０は、着用者の腹部に対応するシート状部材である。この腹側胴回り部
４０は、平面視長方形状を有しており、長手方向（長辺方向）が横方向に沿うように設け
られている。この腹側胴回り部４０は、不織布により形成されている。なお、本実施の形
態においては、花柄等の不図示のイラストが形成されたイラストシート４２が設けられて
いる。腹側胴回り部４０は、吸収性本体１０の他端部１０ｂに重ねられ、接合固定されて
いる。
【００４９】
　また、腹側胴回り部４０には、横方向に沿って伸縮する弾性部材（具体的には、糸ゴム
。便宜上、腹側糸ゴム４３と呼ぶ）が複数配置されている。この腹側糸ゴム４３は、不織
布に接合固定されている。そして、このことにより、腹側胴回り部４０には、横方向の伸
縮性が付与され、おむつ１の胴周り開口１ａに伸縮性を与えている。
【００５０】
　＜＜＜吸収性本体１０の構成について＞＞＞
　吸収性本体１０は、着用者の股間（股下）に対応し、尿等の排泄物を吸収するためのも
のである。この吸収性本体１０は、図２に示すように、平面視長方形状を有しており、長
手方向（長辺方向）が縦方向に沿うように設けられている。
【００５１】
　吸収性本体１０は、吸収体１１（以下、吸収性コアとも呼ぶ）と、上層コアラップ２２
と、下層コアラップ２３と、トップシート部材２４と、バックシート部材２５と、を備え
ている。
【００５２】
　吸収体１１は、液体吸収性素材を積層してなる部材（吸収性コア）であり、尿等の排泄
物を吸収することができる。吸収体１１は、パルプ（パルプ繊維）と吸収性ポリマー（Ｓ
ＡＰ）とを有している。本実施の形態に係る吸収体１１は、平面視略砂時計形状を備えて
いる。
【００５３】
　上層コアラップ２２と下層コアラップ２３は、図３に示すように、吸収体１１を厚み方
向における上側（肌側）と下側（非肌側）から挟んで被覆した液透過性シート（不織布）
である。上層コアラップ２２及び下層コアラップ２３は、図２に示すように、平面視矩形
状を有し、吸収体１１より一回り大きい平面サイズを備えて、吸収体１１を覆っている。
【００５４】
　トップシート部材２４は、図３に示すように、上層コアラップ２２と下層コアラップ２
３により挟まれた吸収体１１を上側（肌側）から覆うシート状の液透過性の不織布である
。このトップシート部材２４も、平面視矩形状を有し、吸収体１１より一回り大きい平面
サイズ（上層コアラップ２２や下層コアラップ２３と略同様の平面サイズ）を備えている
。
【００５５】
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  バックシート部材２５は、図３に示すように、上層コアラップ２２と下層コアラップ２
３により挟まれた吸収体１１を下側（非肌側）から覆うシート状の部材である。このバッ
クシート部材２５も、平面視矩形状を有し、吸収体１１よりも一回り大きい平面サイズを
備えている。本実施の形態に係るバックシート部材２５は、ポリエチレン又はポリプロピ
レン等の液不透過性の防漏シート２５ａと、不織布等の外装シート２５ｂとからなる二層
構造のシートである。
【００５６】
　また、吸収性本体１０の幅方向における両側部に位置する部位、つまり、一対のサイド
フラップ２６には、図３に示すように、縦方向に沿って伸縮するレッグギャザーＬＧ（脚
周り伸縮部）がそれぞれ設けられている。レッグギャザーＬＧは、防漏シート２５ａと外
装シート２５ｂとの間に位置する不織布により形成され、縦方向に沿って伸縮する弾性部
材（具体的には、糸ゴム。便宜上、ＬＧ糸ゴム２６ａと呼ぶ）と、サイドフィルム２６ｂ
と、を備えている。そして、当該ＬＧ糸ゴム２６ａがサイドフラップ２６に伸縮性を付与
することによって、レッグギャザーＬＧが構成される。
【００５７】
　また、吸収性本体１０の幅方向において、レッグギャザーＬＧ（サイドフラップ２６）
よりも内側には、図２に示すように、一対のレッグサイドギャザーＬＳＧ（立体ギャザー
）が設けられている。レッグサイドギャザーＬＳＧは、吸収性本体１０の肌側に備えられ
、脚繰りの隙間からの液漏れを防止する役割を果たす。レッグサイドギャザーＬＳＧは、
不織布により形成されている。レッグサイドギャザーＬＳＧは、吸収性本体１０の幅方向
におけるレッグサイドギャザーＬＳＧの内側端部に頂点２８を備え、頂点２８及び頂点２
８よりも外側の不織布が立ち上がるようになっている。また、レッグサイドギャザーＬＳ
Ｇの頂点２８には、縦方向に沿って伸縮する弾性部材（具体的には、糸ゴム。便宜上、Ｌ
ＳＧ糸ゴム２９と呼ぶ）が設けられている。
【００５８】
　＜エンボスライン５０について＞
　本実施の形態に係る吸収体１１には、エンボス加工により形成された一対のエンボスラ
イン５０（エンボス線）が設けられている。以下、当該エンボスライン５０について、図
４及び図５を用いて説明する。図４は、エンボスライン５０の形状を説明するための説明
図である。図５は、エンボスライン５０の断面を示したイメージ断面図である。
【００５９】
　エンボスライン５０は、股下部に対応する吸収体１１をカップ形状に形成して（当該エ
ンボスライン５０に沿って吸収体１１が折り曲げられることにより形成される）、排泄物
を収容する空間を作るためのものである（詳しくは、後述する）。この一対のエンボスラ
イン５０は、吸収体１１の横方向における両側部に設けられている。各々のエンボスライ
ン５０は、吸収体１１の横方向における中央線を対称軸として線対称となっている。この
ように、双方のエンボスライン５０の構成は同様であるので、以下では、片方のエンボス
ライン５０に関して説明を行う。
【００６０】
　エンボスライン５０は、第一凸頂部５２（凸頂部に相当）と、第二凸頂部５３と、第三
凸頂部５４と、背側ライン５６と、腹側ライン５７と、中央ライン５８と、を備えている
。なお、
　第一凸頂部５２は、横方向における内側に突出した頂点部分である。この第一凸頂部５
２は、おむつ１の中央部の縦方向におけるおむつ１の真ん中（展開状態のおむつ１の縦方
向における一端と他端の真ん中。図２において、二点鎖線で示す）又は当該真ん中よりも
背側胴回り部３０側に位置している。換言すれば、第一凸頂部５２は、股下部の中央より
も背側（背側胴回り部３０に近い側）に対応する位置に設けられている。具体的には、第
一凸頂部５２は、前記真ん中と背側胴回り部３０の前記真ん中に近い側の下端３０ｂとの
中間よりも前記真ん中側に設けられ、本実施の形態においては、略当該真ん中に位置して
いる。そのため、縦方向において第一凸頂部５２の位置に対応する位置には、前述した折



(10) JP 5942040 B1 2016.6.29

10

20

30

40

50

り目Ｆが形成されていることとなる。
【００６１】
　また、第一凸頂部５２は、前述したＬＳＧ糸ゴム２９よりも横方向における内側におい
て、内側に突出している。つまり、ＬＳＧ糸ゴム２９は、第一凸頂部５２よりも横方向に
おいて外側に位置している。
【００６２】
　背側ライン５６は、当該第一凸頂部５２を始点として横方向における外側かつ縦方向に
おける背側胴回り部３０側へ延びる直線状又は外側へ湾曲した曲線状（本実施の形態にお
いては、外側へ湾曲した曲線状）のラインである。
【００６３】
　また、背側ライン５６は吸収体１１の横方向における側縁１２へ向かい、背側ライン５
６の終点が当該側縁１２に達している。より具体的には、当該側縁１２としては、吸収体
１１の背側胴回り部３０と重なった背側重なり部１１ａの側縁（便宜上、背側重なり部側
縁１２ａと呼ぶ）と、吸収体１１の背側胴回り部３０と重ならない非重なり部１１ｂの側
縁（便宜上、非重なり部側縁１２ｂと呼ぶ）が存在するが、前記終点は、非重なり部側縁
１２ｂに達している。つまり、背側ライン５６の終点は、縦方向において背側胴回り部３
０の前記下端３０ｂよりも手前側（前記真ん中側）で側縁１２に達している。なお、本実
施の形態においては、前記縦方向において、前記下端３０ｂと第一凸頂部５２との中間部
に前記終点が位置している。
【００６４】
　このように、本実施の形態に係る背側ライン５６は、始点（第一凸頂部５２）から終点
（非重なり部側縁１２ｂ）まで、外側へ湾曲した曲線となっている。
【００６５】
　第二凸頂部５３は、第一凸頂部５２と同様、横方向における内側に突出した頂点部分で
ある。この第二凸頂部５３は、前記真ん中よりも腹側胴回り部４０側に位置している。換
言すれば、第二凸頂部５３は、股下部の中央よりも腹側（腹側胴回り部４０に近い側）に
対応する位置に設けられている。本実施の形態において、第二凸頂部５３は、腹側胴回り
部４０の前記真ん中に近い側の下端４０ｂの近傍に位置している。
【００６６】
　また、第二凸頂部５３は、第一凸頂部５２と同様、前述したＬＳＧ糸ゴム２９よりも横
方向における内側において、内側に突出している。つまり、ＬＳＧ糸ゴム２９は、第二凸
頂部５３よりも横方向において外側に位置している。
【００６７】
　腹側ライン５７は、当該第二凸頂部５３を始点として横方向における外側かつ縦方向に
おける腹側胴回り部４０側へ延びる内側へ湾曲した曲線状のラインである。
【００６８】
　また、腹側ライン５７は吸収体１１の横方向における側縁１２へ向かい、腹側ライン５
７の終点が当該側縁１２に達している。より具体的には、当該側縁１２としては、吸収体
１１の腹側胴回り部４０と重なった腹側重なり部１１ｃの側縁（便宜上、腹側重なり部側
縁１２ｃと呼ぶ）と、吸収体１１の腹側胴回り部４０と（また、背側胴回り部３０とも）
重ならない前述した非重なり部側縁１２ｂが存在するが、前記終点は、腹側重なり部側縁
１２ｃに達している。つまり、腹側ライン５７の終点は、縦方向において腹側胴回り部４
０の前記下端４０ｂを超えて側縁１２に達している。
【００６９】
　このように、本実施の形態に係る腹側ライン５７は、始点（第二凸頂部５３）から終点
（腹側重なり部側縁１２ｃ）まで、内側へ湾曲した曲線となっている。
【００７０】
　第三凸頂部５４は、第一凸頂部５２及び第二凸頂部５３と同様、横方向における内側に
突出した頂点部分であり、エンボスライン５０において第一凸頂部５２と第二凸頂部５３
との間（本実施の形態においては、略中間部）に備えられている。この第三凸頂部５４は
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、前記真ん中よりも腹側胴回り部４０側に位置している。換言すれば、第三凸頂部５４は
、股下部の中央に対応する位置に設けられている。
【００７１】
　また、第三凸頂部５４は、第一凸頂部５２及び第二凸頂部５３と同様、前述したＬＳＧ
糸ゴム２９よりも横方向における内側において、内側に突出している。つまり、ＬＳＧ糸
ゴム２９は、第三凸頂部５４よりも横方向において外側に位置している。
【００７２】
　中央ライン５８は、背側ライン５６と腹側ライン５７を繋げるラインであり、第一中央
ライン５８ａと第二中央ライン５８ｂを備える。
【００７３】
　第一中央ライン５８ａは、第一凸頂部５２から第三凸頂部５４までのラインであり、第
二中央ライン５８ｂは、第二凸頂部５３から第三凸頂部５４までのラインであり、いずれ
も外側へ湾曲した曲線状のラインである。
【００７４】
　なお、第一凸頂部５２は、横方向において第二凸頂部５３や第三凸頂部５４よりも内側
に位置している。そのため、縦方向において第一凸頂部５２が位置する位置において、吸
収体１１の幅が最も狭くなっている（幅最狭部となっている）。
【００７５】
　また、吸収体１１の前記側縁１２であって、縦方向において第一凸頂部５２の位置に対
応する位置には、第一切り欠き１３が設けられている。また、当該側縁１２であって、縦
方向において第二凸頂部５３及び第三凸頂部５４の位置に対応する位置には、それぞれ第
二切り欠き１４及び第三切り欠き１５が設けられている。つまり、第一切り欠き１３（第
二切り欠き１４、第三切り欠き１５）は、エンボスライン５０よりも横方向における外側
に位置する吸収体１１の部分（以下、便宜上、吸収体外側部１６と呼ぶ）に設けられ、第
一切り欠き１３（第二切り欠き１４、第三切り欠き１５）の縦方向における位置と第一凸
頂部５２（第二凸頂部５３、第三凸頂部５４）の縦方向における位置は略一致している。
【００７６】
　また、エンボスライン５０は、吸収体１１の肌側からのエンボス加工により形成された
ラインとなっている。そのため、図５に示すように、エンボスライン５０においては、吸
収体１１の肌側に大きな窪み５０ａが形成され、窪み５０ａよりも非肌側に圧搾部５０ｂ
ができることとなる。なお、肌側からのエンボス加工は、吸収性コアに対して行ってもよ
いし、コアラップに覆われた吸収性コアに対して行ってもよいし、トップシート部材２４
の上から行ってもよい。
【００７７】
　また、本実施の形態に係る吸収体１１には、第一領域Ｒ１（図２における斑点部以外の
領域）と、該第一領域Ｒ１よりも吸収性ポリマー／パルプ比（吸収性ポリマーのパルプに
対する比率）が小さい第二領域Ｒ２（図２における斑点部）が備えられており、当該第二
領域Ｒ２にエンボスライン５０が形成されている。つまり、通常よりも吸収性ポリマー／
パルプ比が小さい領域を設け、この領域にエンボスライン５０を形成することとしている
。換言すれば、図２に示すように、エンボスライン５０に沿うようにして第二領域Ｒ２が
形成されている。
【００７８】
　また、本実施の形態においては、吸収性ポリマーがパルプに対して少ない第二領域Ｒ２
にエンボスライン５０を形成するが、第二領域Ｒ２は吸収性ポリマーが少ないことに起因
して圧縮され難いため、エンボスライン５０の横方向における両側部がエンボスライン５
０の形成により抵抗して僅かに隆起する事象が生じる。すなわち、エンボスライン５０の
横方向における両側部には、隆起部１１ｄが設けられている。
【００７９】
　＝＝＝本実施の形態に係るおむつ１の有効性について＝＝＝
　上述したとおり、本実施の形態に係るおむつ１は、縦方向と、前記縦方向と交差する横
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方向と、を有し、排泄物を吸収する吸収体１１を備えた吸収性本体１０と、吸収性本体１
０の一端側に位置する背側胴回り部３０と、吸収性本体１０の他端側に位置する腹側胴回
り部４０と、を備えるおむつ１であった。また、吸収体１１の横方向における両側部には
、吸収体１１の肌側からのエンボス加工により形成された一対のエンボスライン５０が設
けられており、エンボスライン５０は、おむつ１の中央部の、前記縦方向におけるおむつ
１の真ん中又は該真ん中よりも背側胴回り部３０側に位置し、前記横方向における内側へ
突出した第一凸頂部５２と、前記第一凸頂部５２を始点として前記横方向における外側か
つ前記縦方向における背側胴回り部３０側へ延びる直線状又は外側へ湾曲した曲線状の背
側ライン５６と、を備えることとした。そのため、股下部に対応する吸収体１１をすっき
りしたカップ形状に形成することを維持しつつ、吸収体１１で臀部を広く覆うことが可能
なおむつ１を実現することができる。
【００８０】
　従来、排泄物を吸収する吸収体１１を備えた吸収性本体１０と、吸収性本体１０の一端
側に位置する背側胴回り部３０と、吸収性本体１０の他端側に位置する腹側胴回り部４０
と、を備えるおむつ１が広く用いられている。このようなおむつ１の中には、エンボス加
工により形成された一対のエンボスライン５０が、吸収体１１の横方向における両側部に
設けられているものがある。そして、このようなエンボスライン５０が設けられることに
より、股下部に対応する吸収体１１をすっきりしたカップ形状に形成することができ（エ
ンボスライン５０に沿って吸収体１１が折り曲げられて、エンボスライン５０よりも外側
に位置する吸収体外側部１６が起立することにより形成される）、排泄物を収容する空間
を作ることができる。
【００８１】
　しかしながら、従来例に係るおむつ１においては、吸収体１１を股下部にてカップ形状
に形成するためにエンボスライン５０を設けたことで、股下部よりも背側、すなわち、臀
部に対応する吸収体１１が当該エンボスライン５０の影響を受け、臀部においても吸収体
外側部１６が起立し（内側に入り込み）、吸収体１１で臀部を広く覆うことができなくな
る問題が生じていた。かかる場合には、臀部を覆う吸収体１１の面積が減少して排泄物が
漏れる事態が発生する場合もあった。
【００８２】
　これに対し、本実施の形態においては、エンボスライン５０の形状を工夫することによ
り、股下部に対応する吸収体１１をすっきりしたカップ形状に形成し、排泄物を収容する
空間を作る優位性を維持しつつ、吸収体１１で臀部を広く覆うことが可能となる。
【００８３】
　先ず、前者の優位性について説明する。本実施の形態においては、横方向における内側
へ突出した第一凸頂部５２が、おむつ１の中央部の真ん中又は該真ん中よりも背側胴回り
部３０側に位置している。そして、当該第一凸頂部５２よりも腹側胴回り部４０側のエン
ボスライン５０、つまり、前記中央ライン５８が、吸収体１１を股下部にてカップ形状に
形成する役割を果たす。すなわち、中央ライン５８に沿って吸収体１１が折り曲げられて
、中央ライン５８よりも外側に位置する吸収体外側部１６が起立することにより、吸収体
１１が股下部でカップ形状となる。
【００８４】
　図６は、股下部にて吸収体１１がカップ形状に形成される様子を示したイメージ図であ
る。図７は、カップ形状と屋根形状とを示した模式図である。図６では、股下部に対応す
る吸収体１１が、図７のカップ形状よりも側部が若干内側に倒れて屋根状になった状態（
便宜上、屋根形状と呼ぶ）となっている。図７のカップ形状となるか屋根形状となるかは
、人体のサイズに対しおむつ１のサイズが大きいか（小さいか）や内腿による圧力の程度
などにより変わってくるが、本実施の形態においては、カップ形状と屋根形状を広義のカ
ップ形状として説明している。
【００８５】
　そして、股下部において吸収体１１がカップ形状となると、カップの底部に排泄物を収
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容する空間が形成される。したがって、排泄物をなるべく肌に触れさせないようにするこ
とが可能となる。
【００８６】
　さらには、吸収体１１にエンボスライン５０（中央ラインが５８）が形成されているこ
とにより、股下部における吸収体１１の形状がすっきりしたものとなる。仮に、エンボス
ライン５０（中央ラインが５８）が形成されていない場合には、しわがランダムに出現し
、出っ張ったところ（もこもこと隆起した部分）と凹んだところが雑然と形成される。す
なわち、エンボスライン５０（中央ラインが５８）がないので、吸収体１１の形状が決ま
った形状には収まらず、場合によっては（人体のサイズに対しおむつ１のサイズが大きい
か（小さいか）や内腿による圧力の程度などにより変わってくる）、見た目的にも機能的
にも良好とは言えない形状（一例を挙げると、出っ張ったところが一方的に片側によった
りする状況）になる可能性が生ずる。これに対し、本実施の形態においては、エンボスラ
イン５０（中央ラインが５８）が形成されているため、吸収体１１の形状が、すっきりし
た形状であるカップ形状に高確率で収まってくれる。
【００８７】
　さらに、本実施の形態においては、肌側からエンボス加工を行うため、図５に示したよ
うに、肌側に窪み５０ａが形成される。そのため、中央ライン５８に沿って吸収体１１が
所望の方向に折り曲げられ易くなる。つまり、吸収体１１を肌側から見たときに山折りで
はなく谷折りとなるように折り曲げられ易くなる。
【００８８】
　次に、後者の優位性について説明すると、本実施の形態においては、第一凸頂部５２を
始点として横方向における外側かつ縦方向における背側胴回り部３０側へ延びる直線状又
は外側へ湾曲した曲線状の背側ライン５６が設けられることとした。そのため、吸収体１
１で臀部を広く覆うことが可能となる。すなわち、仮に背側ライン５６が内側へ湾曲した
曲線状のラインである場合には、臀部において吸収体外側部１６が起立した際に、臀部を
覆う吸収体１１の面積が顕著に減少してしまい、排泄物が漏れる事態が発生しやすくなる
。さらには、吸収体外側部１６が内側に入り込むことにより、吸収体１１が臀部に食い込
んでしまう所謂半尻と呼ばれる状態が生じ、肌触りが悪くなるという問題も生じ得る。
【００８９】
　これに対し、本実施の形態においては、背側ライン５６を直線状又は外側へ湾曲した曲
線状のラインとしたため、吸収体１１で臀部を広く覆うことができ、排泄物が漏れる事態
を発生しにくくすることができる。さらには、半尻状態の発生を抑えることにより、肌触
りの悪化を防止することが可能となる。
【００９０】
　さらに、本実施の形態においては、背側ライン５６を外側へ湾曲した曲線状のラインと
した。そのため、吸収体１１で臀部をより一層広く覆うことが可能となり、さらには、背
側ライン５６をお尻の形状に沿わせることが可能となる（これにより、吸収体１１がお尻
全体を包むような態様となる）。
【００９１】
　また、以下に説明するように、背側ライン５６を外側へ湾曲した曲線状のラインとする
場合には、内側へ湾曲した曲線状のラインとする場合に比べて、背側ライン５６に沿って
吸収体１１が折り曲げられにくくなり、背側ライン５６よりも外側に位置する吸収体外側
部１６が起立しにくくなる。
【００９２】
　すなわち、背側ライン５６の近傍の吸収体１１には、図８において矢印で示すような方
向の力が内腿の股下に近い側の上部が押すこと等により発生するが、かかる際に、背側ラ
イン５６が内側へ湾曲している場合には、図８の下図に示すように、当該力が一極集中す
るのに対し、背側ライン５６が外側へ湾曲している場合には、図８の上図に示すように、
当該力が背側ライン５６に沿って分散する。そのため、背側ライン５６を外側へ湾曲した
曲線状のラインとした場合には、吸収体外側部１６の起立度合いが緩和される。したがっ
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て、吸収体１１の臀部への食い込みをより適切に抑えることができ、肌触りの悪化をより
確実に防止することが可能となる。なお、図８は、背側ライン５６を外側へ湾曲した曲線
状のラインとすることによる作用効果を説明するための説明イメージ図である。
【００９３】
　また、本実施の形態においては、吸収体１１の横方向における側縁１２であって、縦方
向において第一凸頂部５２の位置に対応する位置には、切り欠き（第一切り欠き１３）が
設けられていることとした。
【００９４】
　第一凸頂部５２の位置に対応する位置に第一切り欠き１３が設けられている場合には、
当該第一凸頂部５２の位置で吸収体１１が長手方向に曲がりやすくなる。すなわち、一対
の第一凸頂部５２を結ぶ仮想線（換言すれば、一対の第一切り欠き１３を結ぶ仮想線）に
沿って、吸収体１１が曲がりやすくなる。そのため、排泄物を収容する空間をより適切に
形成することが可能となる。特に、本実施の形態においては、当該仮想線（第一凸頂部５
２、第一切り欠き１３）の縦方向における位置が、肛門に対応する場合が多いため、当該
仮想線で吸収体１１が曲がることにより便収容空間を確保することができる。
【００９５】
　また、当該第一切り欠き１３は、中央ライン５８に沿った吸収体１１の折り曲げ（中央
ライン５８よりも外側に位置する吸収体外側部１６の起立）にも寄与する。図９の左図に
示すように、第一切り欠き１３が存在することよって、記号Ａで示した第一切り欠き１３
に隣接する吸収体外側部１６の部分が折曲し易くなる（仮に、第一切り欠き１３がない場
合には、図９の右図に示すように、第一切り欠き１３があるべき部分に外側（矢印参照）
へ向く力がかかり記号Ａで示した部分が折曲しにくくなる）。そのため、股下部に対応す
る吸収体１１をより適切にすっきりしたカップ形状に形成することが可能となる。なお、
図９は、第一切り欠き１３を設けたことによる作用効果を説明するための説明イメージ図
である。
【００９６】
　また、本実施の形態においては、縦方向において第一凸頂部５２の位置に対応する位置
に、横方向に沿った折り目Ｆが形成されていることとしたので、当該第一凸頂部５２の位
置で吸収体１１が長手方向に曲がりやすくなる。すなわち、一対の第一凸頂部５２を結ぶ
仮想線に沿って、吸収体１１が曲がりやすくなる。そのため、排泄物を収容する空間をよ
り適切に形成することが可能となる。
【００９７】
　また、本実施の形態においては、吸収性本体１０に、縦方向に沿った弾性部材（すなわ
ち、ＬＧ糸ゴム２６ａやＬＳＧ糸ゴム２９）が設けられていることとしたので、弾性部材
の伸縮力により当該第一凸頂部５２の位置で吸収体１１がより一層長手方向に曲がりやす
くなる。すなわち、一対の第一凸頂部５２を結ぶ仮想線に沿って、吸収体１１がより一層
曲がりやすくなる。そのため、排泄物を収容する空間をより一層適切に形成することが可
能となる。
【００９８】
　また、本実施の形態においては、ＬＳＧ糸ゴム２９が、第一凸頂部５２よりも横方向に
おいて外側に位置することとした。そのため、ＬＳＧ糸ゴム２９が、第一凸頂部５２より
も外側で縮むことにより、吸収体外側部１６が股下部において起立しやすくなる。そのた
め、股下部に対応する吸収体１１を、より適切にすっきりしたカップ形状に形成すること
が可能となる。
【００９９】
　また、本実施の形態に係る吸収体１１には、第一領域Ｒ１（図２における斑点部以外の
領域）と、該第一領域Ｒ１よりも吸収性ポリマー／パルプ比が小さい第二領域Ｒ２（図２
における斑点部）が備えられており、当該第二領域Ｒ２にエンボスライン５０が形成され
ていることとした。
【０１００】
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　そのため、エンボスライン５０が形成される部分の剛軟度を落とすことが可能となり、
吸収体外側部１６が股下部において起立しやすくなる（中央ライン５８に沿って吸収体１
１が折り曲げられ易くなる）。そのため、股下部に対応する吸収体１１を、より適切にす
っきりしたカップ形状に形成することが可能となる。
【０１０１】
　また、吸収体１１が液体（排泄物）を吸収した際には、第一領域Ｒ１が第二領域Ｒ２よ
りも大きく盛り上がるため、エンボスライン５０（第一領域Ｒ１）が窪みとなる。そのた
め、かかる場合においても、中央ライン５８に沿って吸収体１１が折り曲げられた状態が
適切に維持されることとなる。
【０１０２】
　また、本実施の形態においては、図５に示したように、エンボスライン５０の横方向に
おける両側部に、隆起部１１ｄが設けられていることとした。
【０１０３】
　そのため、エンボスライン５０（中央ライン５８）に沿った吸収体１１の過度な折れ曲
がりを回避することが可能となる。つまり、両側部にそれぞれ隆起部１１ｄが存在するた
め、吸収体１１の折れ曲がりが徐々に大きくなると、やがて双方の隆起部１１ｄが物理的
に干渉する。そのため、当該干渉がこれ以上の折れ曲がりを止める機能を発揮し、したが
って、吸収体１１の過度な折れ曲がりが回避されることとなる。
【０１０４】
　また、本実施の形態においては、背側ライン５６の終点が、吸収体１１の横方向におけ
る側縁１２に達していることとした。仮に、背側ライン５６の終点が、吸収体１１の縦方
向における後端１７に達している場合には、臀部を覆う吸収体１１の面積が顕著に減少し
てしまう。これに対し、本実施の形態のように、背側ライン５６の終点が側縁１２に達し
ていると、吸収体１１で臀部を広く覆うことが可能となる。
【０１０５】
　さらに、本実施の形態においては、当該終点が、側縁１２のうち、背側重なり部側縁１
２ａではなく非重なり部側縁１２ｂに達していることとした。そのため、吸収体１１で臀
部をより広く覆うことが可能となる。
【０１０６】
　さらに、本実施の形態においては、縦方向において、背側胴回り部３０の前記真ん中に
近い側の下端３０ｂと第一凸頂部５２との中間部に終点が位置していることとした。
【０１０７】
　中間部よりも下端３０ｂ側に設けられている場合には、中間部に設けられている場合よ
りも、臀部を覆う吸収体１１の面積が減少してしまい、中間部よりも第一凸頂部５２側に
設けられている場合には、背側ライン５６が、吸収体外側部１６の股下部における適切な
起立に影響を与えてしまう可能性（カップ形状がしっかりと形成されない可能性）が生じ
得る。そのため、本実施の形態においては、終点が当該中間部に位置することにより、吸
収体１１で臀部をより広く覆いつつ、カップ形状をより適切に形成することが可能となる
。
【０１０８】
　また、本実施の形態においては、背側ライン５６の終点が、重なり部の側縁（背側重な
り部側縁１２ａ）ではなく非重なり部側縁１２ｂに達している一方で、腹側ライン５７の
終点は、重なり部の側縁（腹側重なり部側縁１２ｃ）に達していることとした。
【０１０９】
　腹側ライン５７については、臀部側ではないので臀部を広く覆うための形状とする必要
がない。そのため、股下部におけるカップ形状と同様のカップ形状を腹部においてなるべ
く上方まで継続させるべく、当該腹側ライン５７の終点を、非重なり部側縁１２ｂではな
く腹側重なり部側縁１２ｃに位置させている。したがって、本実施の形態によれば、腹部
に対応する吸収体１１をすっきりしたカップ形状に形成することが可能となる。
【０１１０】
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　また、本実施の形態においては、背側ライン５６が、外側へ湾曲した曲線状のラインで
ある一方で、腹側ライン５７は、内側へ湾曲した曲線状のラインであることとした。
【０１１１】
　腹側ライン５７については、臀部側ではないので臀部を広く覆うための形状とする必要
がない。そのため、脚を動きやすくする観点から吸収体１１の幅を狭めるべく、当該腹側
ライン５７を、内側へ湾曲した曲線としている。したがって、本実施の形態によれば、吸
収体１１の形状を、脚が動きやすくなる形状に形成することが可能となる。
【０１１２】
　また、本実施の形態においては、縦方向において第一凸頂部５２の位置に対応する側縁
位置に、切り欠き（第一切り欠き１３）が設けられているだけでなく、縦方向において第
二凸頂部５３の位置に対応する側縁位置と、第三凸頂部５４の位置に対応する側縁位置に
、それぞれ切り欠き（第二切り欠き１４、第三切り欠き１５）が設けられていることとし
た。
【０１１３】
　そのため、第一凸頂部５２の位置だけでなく、第二凸頂部５３や第三凸頂部５４の位置
でも、吸収体１１が長手方向に曲がりやすくなる。したがって、股下部全体に亘って、排
泄部を収容する空間をより適切に形成することが可能となる。
【０１１４】
　＝＝＝その他の実施の形態＝＝＝
　上記の実施形態は、本発明の理解を容易にするためのものであり、本発明を限定して解
釈するためのものではない。本発明は、その趣旨を逸脱することなく、変更・改良され得
ると共に、本発明には、その等価物が含まれることは言うまでもない。
【０１１５】
　上記実施の形態においては、パルプと吸収性ポリマーを有する吸収体１１（吸収性コア
）に切り欠き（第一切り欠き１３、第二切り欠き１４、第三切り欠き１５）が設けられて
いることとしたが、当該切り欠きに対応する位置のコアラップ（上層コアラップ２２及び
下層コアラップ２３）には、切り欠きが設けられていなかった。しかしながら、これに限
定されるものではなく、吸収体１１だけでなくコアラップにも切り欠きが設けられている
（吸収体１１とコアラップが一体的に切り欠かれている）こととしてもよい。
【０１１６】
　また、上記実施の形態においては、おむつ１は、所謂３ピースタイプであり、３つの部
品に分かれていることとした。すなわち、吸収性本体１０、背側胴回り部３０、腹側胴回
り部４０は、各々一部品であることとした。しかしながら、これに限定されるものではな
く、おむつ１は、２つの部品からなるものとしてもよいし、三つの部分が一体的に設けら
れていることとしてもよい。
【符号の説明】
【０１１７】
１　おむつ、１ａ　胴周り開口、１ｂ　脚周り開口
１０　吸収性本体、１０ａ　一端部、１０ｂ　他端部
１１　吸収体
１１ａ　背側重なり部、１１ｂ　非重なり部
１１ｃ　腹側重なり部、１１ｄ　隆起部
１２　側縁
１２ａ　背側重なり部側縁、１２ｂ　非重なり部側縁、１２ｃ　腹側重なり部側縁
１３　第一切り欠き、１４　第二切り欠き、１５　第三切り欠き
１６　吸収体外側部
１７　後端
２２　上層コアラップ、２３　下層コアラップ
２４　トップシート部材
２５　バックシート部材、２５ａ　防漏シート、２５ｂ　外装シート
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２６　サイドフラップ、２６ａ　ＬＧ糸ゴム、２６ｂ　サイドフィルム
２８　頂点、２９　ＬＳＧ糸ゴム
３０　背側胴回り部、３０ａ　両縁部、３０ｂ　下端
３２　イラストシート、３３　背側糸ゴム
４０　腹側胴回り部、４０ａ　両縁部、４０ｂ　下端
４２　イラストシート、４３　腹側糸ゴム
５０　エンボスライン、５０ａ　窪み、５０ｂ　圧搾部
５２　第一凸頂部、５３　第二凸頂部、５４　第三凸頂部
５６　背側ライン、５７　腹側ライン、
５８　中央ライン、５８ａ　第一中央ライン、５８ｂ　第二中央ライン
Ｆ　折り目
ＬＧ　レッグギャザー
ＬＳＧ　レッグサイドギャザー
Ｒ１　第一領域、Ｒ２　第二領域

【要約】
縦方向と、前記縦方向と交差する横方向と、を有し、排泄物を吸収する吸収体（１１）を
備えた吸収性本体（１０）と、前記吸収性本体（１０）の一端側に位置する背側胴回り部
（３０）と、前記吸収性本体（１０）の他端側に位置する腹側胴回り部（４０）と、を備
える使い捨ておむつ（１）であって、前記吸収体（１１）の前記横方向における両側部に
は、前記吸収体（１１）の肌側からのエンボス加工により形成された一対のエンボスライ
ン（５０，５０）が設けられており、前記エンボスライン（５０，５０）は、前記使い捨
ておむつ（１）の中央部の、前記縦方向における前記使い捨ておむつ（１）の真ん中又は
該真ん中よりも背側胴回り部（３０）側に位置し、前記横方向における内側へ突出した凸
頂部（５２）と、前記凸頂部（５２）を始点として前記横方向における外側かつ前記縦方
向における前記背側胴回り部（３０）側へ延びる直線状又は外側へ湾曲した曲線状の背側
ライン（５６）と、を備えることを特徴とする。
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